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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

長
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
フ
ァ
ル
タ
ス 

ご
機
嫌
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

日
毎
に
、
涼
し
く
な
っ
て
行
く

よ
う
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
日
中
は
暑
く
汗
が
噴
き

出
る
日
が
続
き
ま
す
。 

長
月
月
次
祭
に
、
大
勢
の
方
達

が
、
ご
参
拝
し
て
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
月
は
、
長
寿
の
十
五
名
の

方
々
を
寿
ぐ
祝
詞
を
奏
上
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
挨
拶
が
終
わ
り
ま

し
た
ら
、
直
心
会
よ
り
記
念
品
の

授
与
が
有
り
ま
す
。 

東
海
教
区
で
は
、
八
月
二
十
四

日
・
二
十
五
日
に
三
河
本
苑
で
、

葬
祭
研
修
会
が
本
部
亀
岡
祭
務
課

長
、
加
藤
道
明
様
を
講
師
と
し
て

開
催
さ
れ
、
名
古
屋
か
ら
は
四
名

の
方
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
大
本
葬
の
意
義
、
誅

詞
の
作
成
方
法
の
座
学
を
受
け
一

連
の
実
技
に
入
り
ま
し
た
。
名
古

屋
分
苑
で
行
う
、
葬
祭
研
修
も
同

じ
内
容
で
行
い
ま
す
の
で
是
非
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

秋
の
大
祭
は
神
ノ
倉
分
所
が
、

執
行
委
員
長
で
副
が
若
葉
支
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
部
講
師
と
し

て
青
年
部
長
、
穴
井
賢
太
郎
様
が

お
見
え
に
な
り
ま
す
。 

来
週
二
十
一
日
（
土
）
二
十
二

日
（
日
）
大
本
青
年
部
発
足
六
十

週
年
記
念
行
事
が
亀
岡
天
恩
郷
で

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
二
十
二
日
の

九
時
三
十
分
か
ら
の
記
念
祭
典
に

は
何
方
で
も
参
拝
が
で
き
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

翌
週
の
二
十
八
日
（
土
）
二
十

九
日
（
日
）
は
名
古
屋
分
苑
で
の

祭
式
講
習
会
と
葬
祭
研
修
会
を
行

い
ま
す
。
講
師
は
加
藤
道
明
様
が

お
見
え
に
な
り
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
食
事
の
準
備
の
た
め
氏

名
を
お
書
き
下
さ
い
。 

十
月
に
入
れ
ば
十
八
日
は
、
香

良
洲
神
社
石
碑
建
立
記
念
祭
典
が

教
主
さ
ま
ご
臨
席
の
も
と
、
香
良

洲
神
社
主
催
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
、
な
ご
み
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
全
国
か
ら
バ
ス
、

乗
用
車
で
参
拝
に
お
見
え
に
な
る

た
め
、
三
重
主
会
か
ら
駐
車
場
係

等
の
お
手
伝
い
を
名
古
屋
分
苑
で

五
名
ほ
ど
依
頼
が
あ
り
ま
す
。 

石
碑
建
立
の
経
過
は
字
彫
が
七

月
二
十
三
日
完
了
、
八
月
二
十
四

日
記
念
碑
設
置
場
所
の
工
事
完
了
、

二
十
六
日
竹
垣
作
成
完
了
で
石
碑

据
え
付
け
工
事
が
現
在
進
行
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
、
直
会
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
各
自
準
備
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
式
次
第
は
後
ろ
に
貼
っ

て
い
ま
す
が
、
祭
典
終
了
は
十
二

時
半
ご
ろ
の
予
定
で
す
。 

当
日
十
九
時
三
十
分
か
ら
第
五

十
七
回
霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読

会
が
あ
り
ま
す
。
既
に
各
分
所
支

部
等
に
は
拝
読
割
り
当
て
箇
所
を

配
布
し
て
あ
り
ま
す
。
拝
読
の
結

果
は
翌
日
の
大
祭
大
掃
除
ま
た
は

大
祭
当
日
に
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。 

最
近
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
て
い
ま
す
。 

昨
年
十
一
月
に
日
本
が
世
界
初

で
承
認
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
「
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
の

定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。 

 
 

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
、
お

土
、
お
松
、
梅
干
し
や
梅
肉
エ
キ

ス
な
ど
を
積
極
的
に
頂
い
て
、
安

全
と
健
康
を
第
一
に
考
え
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
な
い
食
品
や
医

薬
品
は
体
の
中
に
入
れ
ず
自
分
の

体
は
自
分
で
守
る
と
い
う
信
念
を

も
っ
て
、
慎
重
な
判
断
を
お
願
い

し
ま
す
。 

詳
細
は
大
本
誌
九
月
号
の
最
終

ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
皆
様
も
良
く
お
読
み
に
な
っ
て

下
さ
い
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン

コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

九
月
七
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
四
名 

斎
主 

 
 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 
 

畠
山 

亜
美 

祭
員 

 
 

堀 
 

禮
子 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

進
行 

 
 

堀 
 

和
子 

●
月
次
祭
・
長
寿
感
謝
祭 

九
月
十
五
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
九
名 

斎
主 

 
 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

祭
員 

 
 

仙
頭 

志
音 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

茂 

裏
方 

 
 

伊
藤
久
仁
男 

典
礼
長 

 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤
恵
美
子 

進
行 

 
 

伊
藤 

秀
子 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

こ
と
ほ 
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祭
典
後
、
長
寿
の
皆
様
に
は
直

心
会
よ
り
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

米
寿 城

北
分
所 

 
 

浅
野 

吉
章 

北
一
支
部 

 
 

松
沢 

玲
子 

喜
寿 城

北
分
所 

 
 

高
村
由
利
子 

城
北
分
所 

 
 

稲
子 

昭
男 

神
ノ
倉
分
所 
 

中
野 

敬
子 

神
ノ
倉
分
所 

 

福
島 

正
美 

若
葉
支
部 

 
 

鈴
木 

政
範 

明
北
支
部 

 
 

小
林 

三
男 

津
島
支
部 

 
 

妹
尾
美
代
子 

牛
山
支
部 

 
 

中
平
り
え
子 

弥
富
支
部 

 
 

小
鹿
美
千
代 

半
田
会
合
所 

 

伊
藤
久
仁
男 

一
宮
会
合
所 

 

中
島 

久
夫 

分
苑
直
属 

 
 

白
鳥 

道
枝 

分
苑
直
属 

 
 

波
多
野
朝
子 

●
祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会 

九
月
二
十
八
・
二
十
九
日
に
本

部
よ
り
加
藤
道
明
祭
務
課
長
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
、
岐

阜
主
会
四
名
を
含
む
二
十
名
が
参

加
し
た
。 

 

二
十
八
日
、
午
前
九
時
よ
り
祭

式
講
習
と
葬
祭
研
修
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
実
習
を
行
っ
た
。
夜

間
は
親
睦
会
を
実
施
し
、
交
流
を

深
め
た
。
翌
二
十
九
日
の
午
後
か

ら
は
二
名
が
初
級
・
一
名
が
中
級

の
実
技
試
験
に
臨
ん
だ
。 

行
事
予
定 

十
月
十
八
日
（
金
） 

霊
界
物
語
一
斉
拝
読
会 

十
月
二
十
日
（
日
） 

 

秋
季
大
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭 

午
前
十
時
よ
り 

十
月
二
十
六
・
二
十
七
日
（
土
・
日
） 

 

誠
心
会
献
労
奉
仕
（
綾
部
） 

十
一
月
二
日
（
土
） 

 

月
始
祭
・
開
祖
大
祭
遥
拝 

午
後
一
時
半
よ
り 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

 

【
稲
穂
】 

 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

今
年
も
黄
金
色
一
色
に
な
っ
た

田
ん
ぼ
の
畦
道
を
ト
ン
ボ
と
一
緒

に
散
歩
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
に
な
る
と
い
つ
も
思
い

出
す
の
が
「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ

る
稲
穂
か
な
」
と
云
う
言
葉
で
す
。 

じ
い
じ
の
子
供
の
頃
は
先
生
と
か

親
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
「
大
人
に

な
っ
て
出
世
し
て
も
決
し
て
威
張

っ
て
は
い
け
な
い
、
立
派
な
人
ほ

ど
頭
を
さ
げ
る
も
の
」
と
学
び
ま

し
た
。 

最
近
、
会
社
の
社
長
さ
ん
と
か
役

所
の
お
え
ら
い
さ
ん
の
謝
罪
会
見

を
よ
く
目
に
し
ま
す
、
皆
さ
ん

『
こ
の
度
は
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
』
と
５
秒
ほ
ど
深
々

と
頭
を
下
げ
て
か
ら
記
者
の
質
問

に
答
え
て
み
え
ま
す
。 

「
立
派
に
な
っ
た
人
は
や
っ
ぱ
り

頭
を
下
げ
る
も
の
だ
」
子
供
の
頃

に
聞
い
た
言
葉
は
本
当
だ
っ
た
と

感
心
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
そ
の
後
が
い
け
な
い
、
ビ

ッ
ク
モ
ー
タ
ー
の
不
正
事
件
の
謝

罪
で
社
長
は
『
人
様
の
お
車
を
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
で
傷
つ
け
る
な
ど
も

っ
て
の
ほ
か
で
す
』
『
す
べ
て
は

工
場
長
の
判
断
で
行
わ
れ
た
事
で

す
』
と
自
身
を
責
め
る
言
葉
は
な

か
っ
た
。 

政
治
家
の
先
生
方
も
、
選
挙
に
な

る
と
至
る
所
で
頭
を
さ
げ
て
い
ま

す
が
、
当
選
し
た
途
端
に
ふ
ん
ぞ

り
返
っ
て
カ
ネ
・
カ
ネ
と
東
奔
西

走
さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
一
証
券
の
破
綻
会
見
で
の
野
沢

社
長
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
、

男
泣
き
に
号
泣
し
『
社
員
は
悪
く

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
！
』
こ
の
姿
が

本
当
の
「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る

稲
穂
か
な
」
だ
と
感
銘
し
ま
し
た
。 

私
も
含
め
て
皆

さ
ん
に
言
い
た

い
『
小
学
生
に

戻
っ
て
こ
の
言

葉
を
復
唱
し
ま
し
ょ
う
！
』 

 


